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目 的 

国内で初めてイセエビ幼生が積極的に摂餌し，成長さ

せることに成功した人工飼料を改良し，生物餌料を給餌

した場合に匹敵する摂餌、成長が得られ，効率的に作製

することができる人工飼料を開発するとともに，従来（容

量 30～80ℓ程度）より大型の飼育水槽（容量 180ℓ程度）

を新たに開発する。その上で，大型水槽での飼育手法を

検討し，幼生の成長や生残状況を調査することで，企業

ニーズである幼生の大量飼育の可能性を得ることを目的

とする。 

なお，当事業は（国立研究開発法人）科学技術振興機

構の平成 28 年度マッチングプランナープログラム「企業

ニーズ解決試験」により実施した。 

 

方 法 

1. 人工飼料の開発 

共同研究機関の協力のもと計 11種類の人工飼料（図 1）

を開発し，形状保持性，浮遊性および摂餌性を確認した。 

形状保持性，浮遊性については，クライゼル水槽（30

ℓ）に，開発した人工飼料を午前中に給餌し，翌日の午前

中まで形状保持性および浮遊性を定期的に確認した。水

温は 25℃，注水量は 1 時間あたり 2 回転とイセエビ幼生

の飼育環境とほぼ同じとした。 

摂餌性については，ガラスボウル（300mℓ精密ろ過海

水入り）3～5 個またはクライゼル水槽（30ℓ，精密ろ過

海水を 1 時間に 2 回転注水）1～2 槽（図 2）にフィロソ

ーマ幼生（日齢 71～289，体長約 7～25mm）を収容し，

開発した人工飼料を給餌した。そして給餌 1 時間毎に摂

餌を確認した。以上の試験は第 1 回～第 6 回の計 6 回実

施した。 

 

2.飼育規模の大型化 

1）大型飼育水槽の開発および同水槽での飼育手法の検討 

容量 177ℓ（直径 70cm×厚さ 40cm）のアクリル製の大

型水槽を開発し，2 水槽作製した（図 3）。 

 

 

 

 

 

大型水槽の注水方法，注水量，飼育水の回転状況を検

討した上で，以下の 2 回の飼育試験を実施した。 

第 1回飼育試験の試験期間は平成 28年 11月 18日～29

年 1 月 18 日とし，供試幼生はフィロソーマ中期幼生（188

日令、平均全長 10.7mm）300 個体を大型水槽内に収容し

た。給餌は養成アルテミアとムラサキイガイ生殖腺を 1

日 1 回給餌した。飼育水温は 25℃，循環水量は 1 回転/

時，新水注水量は 0.1 回転/時とした。第 2 回飼育試験の

試験期間は平成 29 年 2 月 24 日～3 月 14 日とし，供試幼

生はフィロソーマふ化幼生（1 日令，全長約 1.5mm）1,800

個体を大型水槽内に収容した。また比較対象として 80ℓ

クライゼル水槽に 800 個体収容した（図 4）。給餌は養

成アルテミアを１日 1 回給餌した。飼育水温は 25℃，循

環水量は 1 回転以上/時，新水注水量は 0.8 回転以上/時と

した。 

図 4．177ℓクライゼル水槽（左）と 80ℓクライゼル（右） 

図 2．ガラスボウル（左）とクライゼル水槽（右） 

 

図 1．開発した人工飼料の例 

 

図 3．開発した大型水槽（容量 177ℓ）2 水槽 

 




